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(1)プロダクトモデル（設計図書、To-Be-Built）
具現化を目指す建築物の設計図書

（仕様規定、性能規定、事例規定）

(2)プロセスモデル（To-Be-Built  As Built）(2)プロセスモデル（To Be Built, As Built）
建築物を造るプロセスにおける施工図と出来形

(3)プロダクトモデル(竣工図書、As Built)
完成した建築物の内容、出来る過程を示した図書

●これから造る建築を３次元空間上でを見せる

計画・在るべき姿（To-be-Built）情報化

パース、模型 －－＞ ３次元CAD、VR

●出来上が た建築物３次元空間上で見せる●出来上がった建築物３次元空間上で見せる

現状の姿（As-Built）の情報化

スケッチ、写真 ー－＞ ３次元スキャナー

建築の情報化を進める建築の情報化を進める技術技術

1. 1. ３次元３次元CADCAD
（３次元情報のハンドリング）（３次元情報のハンドリング）

2. Virtual Reality2. Virtual Reality
（情報から「もの」へのアクセス）（情報から「もの」へのアクセス）

3. RFID3. RFID（（ICICタグ）タグ）（（ タグ）タグ）
（「もの」から情報へのアクセス）（「もの」から情報へのアクセス）

4. 4. ３次元スキャナー３次元スキャナー
（「もの」（「もの」の形状・位置のの形状・位置の情報化）情報化）

５．５．DatabaseDatabase
（情報の保存（情報の保存、検索、参照、検索、参照））

６．６．InternetInternet
（場所を超えた情報の共有）（場所を超えた情報の共有）
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建築生産における出来形管理と進捗管理への

３次元スキャナーの試行と技術的可能性の検討

出来形
出来上がった形

出来形
出来上がった形

ｔ－１期 ｔ期

進捗
出来形
出来上がった形

ｔ＋１期

進捗

（作業の実施） （作業の実施）

建築生産に求められる３次元計測の距離と精度

●計測距離：
敷地、建物全体 遠距離：3-200m  
建物全体、建物部分 長距離：3-100m
各階、部屋、部位 中距離：3-30m
部位、部材、箇所 小距離：30cm-5m

●計測精度：
敷地、外構、建物全体 粗：±5-6mm敷 外構 建物 体 粗
建物部分、部位 大：±2-3mm
部屋、部位、部材 中：±0.5-1mm
部位、部材、個所 高：±0.25-0.5mm   

●本研究で用いた機器
a. 広範囲計測型３次元スキャナー

計測距離：3-200m、計測精度：±5-6mm
b. 高精度計測型３次元スキャナー

計測距離：30cm-1m、計測精度：±0.25-0.5mm

図 C棟１階全体の点群図

３次元３次元CADCAD情報と使用状況の３次元スキャン情報情報と使用状況の３次元スキャン情報

a.３次元CADモデル b. ３次元スキャナーによる点群

図 C棟１階の階段部分の計測結果

図 備品類から壁までの距離の表示
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階段の階段の精度計測精度計測

（作成：小林

図 ３次元ｽｷｬﾅｰで取得した点群データによる出来形の形状

a. CAD図(Wire Frame) b. CAD図（パース）

c. ３次元スキャナーから取得した点群

図 階段の計画情報（To-Be-Built）と現実情報（As-Built）

d. CADと点群との
誤差

b. 広範囲計測型３次元スキャナー
計測距離：3-200m
計測精度：±5-6mm

図 3次元スキャナーの計測形状と３次元CAD図面との照合結果

a. 高精度計測型３次元スキャナー
計測距離：30cm-1m
精度：±0.25-0.5mm

階段のスライス断面

階段の断面寸法

a.実測値 b. スキャン計測値 c.計測誤差
図 高精度３次元スキャナーの計測誤差



2008/4/21

4

07
年

07
年

07
年

消滅

進捗状況管理進捗状況管理
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25
日

戻る

図 ProjectWise Navigatorによる点群の処理
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実測値：点群データ 図面データ：３次元CADモデル

重ね合わせる

軽鉄における出来形の比較法

出来形とCAD図との相違

数値的に出来形を確認

：t期の点群

：t+1期の点群

：半径rの球

出現出来形

消滅出来形

継続出来形

（t期出来形）

図 躯体工事後の３次元スキャン点群
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（t+1期出来形）

図 軽量鉄骨間仕切り工事後の３次元スキャン点群

（出現出来形）

図 躯体工事後から軽鉄間仕切り工事後に追加された部分

（t期における 出来形） （t+1期における 出来形）

（ｔ期からｔ＋１期における 出現出来形）

ｔ期 点群：躯体

①データ：躯体Ｘｔ＋１期 点群：躯体＋軽鉄

①データ：躯体ｔ＋２期 点群：躯体＋軽鉄＋ボード

P(A)

（t期出来形） （t+1期出来形）

（継続出来形）

（出現出来形）

ｔ＋１期 点群：躯体＋軽鉄 ①データ：躯体ｔ＋２期 点群：躯体＋軽鉄＋ボード
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（t+1期出来形） （t+2期出来形）

（出現出来形）出現出来形

（継続出来形）（消滅出来形）

おわりに

建築生産における３次元スキャナー活用の課題

１．計測精度の向上 （±１ｍｍ、計測距離10-15m）
２．軽量化・計測時間の向上

（工事写真を撮るように使える）
３．マーカーなしの点群の統合時の精度向上群 統合 精
４．３次元スキャナーの水平・垂直精度
５．３次元スキャナー位置・方位の建物座標の取得
６．建築用３次元CADにおける点群データの活用

終


